
● DVD 全4 巻
■ 各巻価格　  ￥9,500（本体価）+税
■ 全4 巻セット  ￥38,000（本体価）+税

 ● DVD 全3 巻  ■ 全3 巻セット ￥66,000（本体価）+税    
■ VOL.1/2 各巻価格  ￥19,000（本体価）+税　 ■ VOL.3 価格 ￥28,000（本体価）+税
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この番組は、看護ケアに役立つ手技として、リラクセーション法、指圧・マッサージ、フット
ケアを取り上げます。基本理論から手技の方法、またポイントを CGと実写で分かりやす
く解説しています。看護ケアの質の向上を目指す看護師は必見です！ぜひご活用ください。

 VOL.1 リラクセーション 法　 　　　　　　　　　　　　	 42 分

■ 原案監修：小板橋 喜久代 群馬大学 医学部 保健学科 教授
■ 原案協力：柳  奈津子 群馬大学 医学部 保健学科 講師

人が療養生活を送る中で、臨床の場に特有の緊張を引きおこ
す状況が多々あることから、看護の場においてリラクセーショ
ン法の指導の必要性が唱えられるようになってきました。臨
床で効果的に指導し、患者に有効に役立てていただくために

は、看護者自身がリラクセーション法を理解し、技法を実践できることが不可欠です。

 VOL.2　  指 圧・マッサージ　 　　　　　　　　　　　　	 49 分

■ 原案監修：小板橋 喜久代 群馬大学 医学部 保健学科 教授 /
看護における指圧マッサージ研究会 代表　■ 技術指導：河内 香
久子 治療室 She's 院長　■ 原案協力：兼宗 美幸 埼玉県立大
学 ／ 坂本 めぐみ 埼玉県立大学 ／ 柳 奈津子 群馬大学

古くから「手当て」すること、相手に触れて癒そうとする行為は、
看護ケアの基本として用いられてきたものですが、高度医療

技術の中で改めて、指圧やマッサージ手技の必要性と有効性が注目されています。こ
の手技は、看護者自身の手を有効に用いることによって、さまざまな看護ケアに複
合的に、短時間に提供でき、患者の苦痛や症状の軽減に大きな効果が期待できます。
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■ 看護継続教育シリーズ

 VOL.3 フットケア　 　　　　　　　　　　　　	 42 分

■ 原案監修：西田壽代 足のナースクリニック代表／日本トータルフットマネジメント協会 会長

医療従事者にとってのフットケアは、コスメティックなものではな
く、「少しでも長く歩ける足を守り、足から全身を診ること」です。そ
のためには、正しいフットケアの知識や技術が求められます。特に
フットケアの中でも爪のケアは、実習で経験することが少ない反
面、現場で求められることが多いため、困惑してしまう看護師も少
なくありません。患者さんの足を守るためには、フットケアの必

要性や正しい手技を理解したうえで、実践することが不可欠です。

効果的な院内教育を実施するためには、一定水準以上の看護実践能力や看護管理能力を修得した看護師が、院内教育の提供に必要
な基礎知識を修得し、それを活用して院内教育プラグラムを、立案・実施・評価する必要があります。本シリーズでは、院内教育提供に
必要な知識と技術の基本を舟島なをみ教授（千葉大学）が経験と研究に基づいて分かりやすく解説しています。是非ご活用ください。

対象：院内教育担当者

 VOL.1 基 本 編 Ⅰ  院内教育の理解 27 分 

院内教育全般の理解を目指して、「院内教育とは何か」「院内教育の必要性と意義」「院
内教育の基本形態」について解説します。

 VOL.2 基 本 編 Ⅱ 　研修計画作成に必要な基礎知識 30 分

研修計画作成に必要な基礎知識の習得を目指して「研修計画作成に向けた 3Step」「研
修計画作成の各 Step に必要な知識」、研修目的・目標設定に活用可能な知識として「教
育目標分類学（タキソノミー）」について解説します。

 VOL.3 基 本 編 Ⅲ  研修計画作成の実際 25 分

Vol.1、Vol.2 巻で得られた知識を活用して研修計画をどのように作成するかについて
具体的に解説します。

 VOL.4 基 本 編 Ⅳ  院内教育の評価 31 分

集合教育としての各研修に焦点をあてて
教育評価の定義と評価の基本形態、研修の評価基準と評価を必要とする 3 側面、最新の
研究に基づく研修の評価について解説します。

■ 看護教育シリーズ

■ 原案監修：舟島 なをみ 
　　　　国立大学法人 千葉大学 教授 大学院看護学研究科

■ 制作協力：亀岡 智美 国立看護大学校 教授 看護教育学


